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約25,000個の木の玉が入った「木の砂場」は子どもたちにも大人気
 

図書館バスに乗る子ども

本町では、地域資源の積極的な活用と木のぬくもりある暮らしを
実現するため、このほど京丹波町中央公民館に「木育ひろば」を開
設しました。
身も心も温める「木」にふれる場として、ぜひご活用ください。
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木育ひろばの開設式を、1月18日、町中央公民館に整備した木育ひろばで行

いました。開設式には、寺尾豊爾町長、松本和久教育長のほか、子育てボラン

ティアサークル「さくらんぼ」の皆さんや子育てサロンに参加する親子が出席し

ました。

開設式で寺尾町長は、木育ひろばの開設について「町内の森林資源の活

用につながる、木のぬくもりある暮らしの実現に向けた取り組みの一環」とし

た上で、「子どもたちが（この木育ひろばで）木の持つ温かさを体感しながら

遊んだり、絵本の読み聞かせなどを通じた学びの場としたりすることで、ふ

るさと京丹波町の自然の良さに気づき、森の恵みに感謝できる人に育って

ほしい」とあいさつを述べました。

その後、参加者全員で「木育ひろば」と刻まれたプレートの除

幕を行った後、早速子どもたちが、設置された遊具などで遊んで

いました。

二人の子どもとひろばに訪れた鳴海優子さん（実勢）は、「（こう

いう場所ができて）親も子どももうれしい。子どもだけでなく、大

人も交流ができる場所になってほしい」と、ひろばで遊ぶ子ども

を見守りながら話していました。
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整形外科医師
   こ　   とう　  かず   たか

小藤 和孝 先生（国保京丹波町病院）

木のぬくもりを感じ、
健やかな成長を

木育ひろばの概要
場所

京丹波町中央公民館2階 子ども室

開所時間
午前8時30分～午後5時15分
※日、月曜日、祝日のほか、 中央公民館の閉
館日は休み

設置遊具など

●子ども用ブックベンチシェルフ

●幼児ベンチシェルフ・図書館バス

●回転本棚、ほぼ円卓、つみき
　（3月末に設置予定）

●木の砂場

※木の砂場以外は、町内在住の木工職人
による作品です。
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